
 1 / 5 

 

 

 

 

 

B Lab、島をまるごと DAO 化で地方創生を目指す東京都青ヶ島に「B Lab

青ヶ島」を設置！ 
 

 

B Lab（iUの研究所、 所長 石戸奈々子。以下、B Lab）は、伊豆諸島最南端に位置する東京都青ヶ島に「B Lab青ヶ

島」を設置します。青ヶ島は人口 170人と日本一人口の少ない村として有名ですが、二重火山や地熱蒸気、満天の星空など

魅力に溢れた島です。また、「DAO ヶ島」の愛称でも知られており、DAO(分散型自立組織)を使ったイノベーション拠点としても

注目されています。B Lab青ヶ島はコワーキングスペース「NYAYA」を拠点とし、DAO ヶ島プロジェクトを推進する JPYC株式会

社などと連携し、青ヶ島でイノベーション促進や新しい価値の創造など、未来の可能性を広げる場として様々な挑戦に取り組ん

でまいります。 

 

 
 

●東京都 青ヶ島について 

「青酎」など、この島ならではの特産品が人気です。また、JPYC代表の岡部氏が地方創生の一環として DAO を使った島おこし

に注目しており、さまざまなスタートアップにとっての実証実験の場となることが期待されています。JPYC では青ヶ島でブルーエコノ

ミーといわれる海の経済圏の実業を行いつつ、金融機関設立を目指す新規事業などを推進中です。 

 

 

 

 

B Lab青ヶ島のオーガナイザーに青ヶ島ちゃんねる運営者である佐々木 加絵氏が就任。以下、佐々木よりメッセージ。 
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この度、B lab青ヶ島のオーガナイザーに就任しました佐々木加絵です。青ヶ島の魅力を知ってもらうとともに、新たな体験や喜

びを創り未来に繋げていけたら幸いです。 

 
両親、両祖父母共に青ヶ島人。１５歳まで青ヶ島で育ち、高校に行くために島を出る。その後就職し東京で 20 年暮らし、

2019 から青ヶ島にＵターン。フリーのグラフィックデザイナーとして仕事をしつつ、実家の民宿の仕事などを行う。 2021 年「青ヶ

島ちゃんねる」として Youtuber の活動を開始。観光 PR ガイド、特産品や地域振興事業のブランディング・プロモーションを行

う。 2022年アオガミライ設立。青ヶ島の未来を繋ぐプロジェクトとしてweb メディアAogamiray、コワーキングスペースNYAYA

をオープン。 2023 年、青ヶ島内に留まらず、離島含む地域コミュニティを活性化し、新たな体験や喜びを提供することを使命と

し株式会社 AOMI を設立。 

 

 

 

Beyond, Borderless, Breakthroughの頭文字をとった「B Lab」は、研究所と銘打ちながら、世界中の大学・研究所、地

域、人材をつなぎ、多くの人の得意技や知見を融合させ、新しい技術、サービス、コンテンツ、ビジネス、社会を生みだす参加型

プラットフォームです。テクノロジー開発、社会課題解決、新サービス創出などスコープは広いですが、共通項は社会実装で、み

んなでつくるということ。お父さんもお母さんもおばちゃんも子どももみんな研究員。Lifelong Seekerになり、第 2の研究員名刺

を持ちます。ソーシャルで、オープンで、参加型で、ユーザーふくめ全ての人がつながり新しい社会を構築し、課題、アイディア、技

術、おカネ、スキル、人をマッチングさせ、小さな創造から大きな創造までおもしろい未来をみんなでつくることを目指します。 

<関連 LINK> https://www.blaboratory.org/ 

  

■B Lab の概要 

https://www.blaboratory.org/
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＜B Lab 概要＞  
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＜大学概要＞ 

■大学・学部学科名 

・大学名：「情報経営イノベーション専門職大学」 ※愛称 「ｉＵ（あいゆー）」 

・学部名：情報経営イノベーション学部 情報経営イノベーション学科 

 

■学長  

中村伊知哉（なかむらいちや）  

<職歴> 

1984年、ロックバンド少年ナイフのディレクターを経て旧郵政省入省 

1998年、MITメディアラボ客員教授   

2002年、スタンフォード日本センター研究所長 

2006年、慶應義塾大学大学院教授 

 2020年4月より、iU学長に就任 

 

■設置概要 ※2023年5月1日現在 

・本校舎：東京都墨田区文花1-18-13 

・サテライトオフィス：東京都港区海岸1-7-1 東京ポートシティ竹芝 オフィスタワー8階 

 

 

 

 

・学生数：744名 ・専任教員数：28名 

  

■教育理念  

「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する。」 

 

■基本構想  

ICT×ビジネス×グローバルコミュニケーション ＋ 全員インターンシップ×全員起業×オンライン学習 

・ICT教育：電子学園が積み上げた基盤により、プログラミング・AI・ビッグデータなど、幅広い ICT スキル教育を展開 

・ビジネス創造教育：実務家教員によるビジネススキル教育を実施、ビジネス教養、ビジネスプラン策定力などを身につける 

・使える英語・グローバル教育：国際舞台で仕事をするために必要な英語力を磨く教育と留学生の受け入れにより国際性 

も強化 

・インターンシップとリアルプロジェクト：1人 640時間のインターン、実ビジネスの中でハンズオンのリアルプロジェクト教育を実施 

・全員起業：希望者全員に対し、在学中に起業にチャレンジできるサポート体制 

・オンラインを活用した授業サポート：『いつでもどこからでも学ぶことができる』をキーワードに、自ら積極的に学ぶための環境の 

充実 

 

左：本校舎 
右：サテライトオフィス 
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■育成人材像  

・ICT を活用する様々な業界・団体において課題を解決し、新たな商品・サービスやビジネスを生み出すことのできる人材 

・ICT を活用し新たな商品・サービスやビジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する起業家 

 

 

 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

iU 情報経営イノベーション専門職大学 TEL：03-5655-1555  E-mail：info@i-u.ac.jp 


